
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.58 3.26

Ⅰ.(2) 3.67 3.40

Ⅰ.(3) 2.83 2.73

Ⅱ.(4) 3.17 2.97

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.08 3.20

Ⅱ.(8) 3.25 3.27

Ⅱ.(9) 3.25 3.13

Ⅱ.(10) 3.08 3.13

Ⅱ.(11) 3.17 2.94

Ⅱ.(12) 3.42 3.31

Ⅱ.(13) 3.42 3.29

満足度 Ⅱ.(14) 3.42 3.23

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 16.7% 50.0% 33.3% 16.7% 0.0%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

①授業計画の達成度について

ほぼ予定していた計画は達成できた。
ただ、パソコンによる実習系の授業であるため、どうしても積み上げ
式にならざるを得ず、1回休むと次の授業についていくのが難しくな
る。そのため、毎回、配布するプリントをかなり丁寧に書き、自習で
もある程度できるようにしておき、休んだら必ず教材フォルダーから
取り出して、次の時間までに出来る限り自力でやって疑問点を見つ
けておくこと、としたが、なかなかそれがなされず、そのフォローに
時間をとられた。授業計画としては、もう一歩、掘り下げたところま
で行きたかったという思いはある。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.42 3.23

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2014年度　前期
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時間割番号 51409/51451

科   目   名 ウェブシステム/ｅ－ビジネス演習
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講
義
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容
・
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毎回、教材を配布し、最初の30分で説明し、残りの時間に各自で実
習してもらう、という方法をとったが、1時間目の講義ということで、
遅刻する学生が多く、大事な説明を聞き逃してしまうという問題が
ある。
可能な限り、実習中に個別にフォローしたが、こちらの体は一つで
あり、やはり限界があった。こればかりは各自の自覚に委ねるしか
方法はない。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.36 3.13

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.23 3.15

総合的満足度を見る限り、学生は一定の満足を得たように思われ
る。
インターネットショップの模擬システムを作成したが、苦労してうまく
動いた時は、学生諸君はとても嬉しそうであり、その達成感を味わ
えば、また次への挑戦の意欲が涌くと思う。いくつか小さい課題が
発見されたので、それを来年度の教材などに反映していきたい。
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